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●募集人員 200 名(女子)  (帰国子女 若干名) 
●試験日・試験科目  

1 月 22 日 国・算・理・社・面接 
国・算・理・社・作文・面接(帰国子女) 

●試験科目・配点 
国語       50 分   120 点 
算数       50 分   120 点 
社会・理科 45 分 各 50 点 
合計      145 分   340 点 
●合否判定 

学力検査 極めて重視 
調査書  参考程度 
●合格発表 1 月 23 日 

 
 
【広島女学院の教育】 
広島女学院は1886年に聖書と英語の女子塾とし

て誕生して以来 135 年の歩みを続けています。創
立当初から守り続けられてきたキリスト教主義教
育の伝統は今も広島女学院を支え、受け継がれて
います。人の痛みがわかる豊かな心を養い、グロー
バルな感覚を磨き、人生をどう生きるかを考える
教育を行っています。また、中高一貫した女子教育
により、自立心を養い、自分の中にぶれない「軸」
を持ち、時代を切り開く自立した女性を育みます。 
【課題研究】 
「暗記する」「正解を求める」だけが学びではあ

りません。自分が疑問に思ったことを自分で調べ
る人は、生涯を通じて学び続けることができます。
必要なのは「情報収集能力」「調べたことを発信す
る発表能力（文章の書き方、プレゼンテーション
力）」「一人ではできないことを他人と協働する
力」。中高の 6 年間で、これら学ぶための基礎力を
身につけます。 
【Extensive Program】 
約 30 種類から生徒が自由に選択した講座を、週

1〜2 時間受講。中学 3 年から高校 3 年まで学年を
超えて集まった仲間と一緒に教養を深め、確かな
学力・技能を身につけます。学期単位で開講される
ため、その時の興味・関心や自分の課題に合わせて
選ぶことができ、部活で忙しい生徒も参加しやす
いよう部活のない水曜の放課後に開講するなど、
主体的に学ぶ生徒を応援します。 
【進路指導】 
生徒一人一人の適性に応じた納得できる進路決

定が望まれる中、大学卒業後まで視野に入れた進
路指導を実践しています。生徒の夢を実現させる
べく、“チャレンジしたい子はぜひ女学院へ！！
生徒を伸ばします！”と、進路指導の先生 

 
は熱く語られます。文系にも理系にも強い女学院です。 
■ハイレベルセミナー 
中 3 と高 1,2 年対象。少人数制で、週に一度放課後
に英数国の徹底的な基礎力と応用力を養い、ハイレ
ベルな問題にもチャレンジしています。 
■国内外研修 
平和な社会を築くためには、社会が抱える課題に対
して関心を高め教養を深めることが重要です。本校
ではグローバルリーダーとして力をつけるため、多
くの生徒が国内外のさまざまな研修に参加していま
す。国内：長崎研修旅行(中 3)、沖縄修学旅行(高 2)、
各種模擬国連大会 海外：オーストラリア研修、マ
ウントユニオン大学研修（アメリカ）、Global Issues
ハワイ研修、韓国研修、ミャンマー研修、カンボジア
研修 
■讃美歌コンクール 
各クラスで選曲したクリスマスの讃美歌をホールで
発表します。12 月になると、コンクールに向けて練
習に励む各クラスの歌声が早朝から校舎に響き渡り
ます。女学院らしい素敵な行事です。 
■英語オラトリカルコンテスト 
毎年 2 月に行われる校内英語(暗唱・スピーチ)コン
テスト。中 3はスピーチを書き、それを披露します。 
 
 
◎英語検定２級以上取得者、及び準２級取得者に、 
それぞれ優遇措置が設けられる。 

◎数名のグループによる集団面接が行われる。 
●国語 ふだんから読書の習慣をつけておかなけれ
ば、女学院の国語は難解である。文章を論理的に読
めることがまず大切になってくる。次に語彙力。語
彙力で合否の差がつくことが多い。 
●算数 今年も基本的といえる問題構成。特に重視
していることは①工夫して計算する力②図形の基本
的性質を理解し、処理する力があるかどうかという
こと。これらを意識して日頃から練習しておく必要
がある。根気強く、すべての問題にあたり、解答欄を
空白にだけはしないこと。部分点があるのだからと
にかく書く！ 
●理科 ４分野からほぼ均等に出題される。生物や
地学は確実な暗記で得点できるところなので、物理
や化学で差がつきやすい。①グラフや表が読める力
②定量的な計算が出来る力③実験結果から考察でき
る力が要求されている。日頃から自然に対する興味・
関心・観察力をもつことを意識していきたい。 
●社会 知識力と応用力が必要になる。資料の読み
取りでは表の数値の意味をしっかりとつかむこと。
そのためには基礎的な知識をきちんとつけ、文章に
して説明できるようにすることである。時事問題、
平和に関する問題も出題されるので、日頃から新聞
やニュースなどで「考えること」を習慣づけけたい。 

（西川塾：西川) 

 
 
入試結果 
●受験者数 705 名 

●合格者数 480 名 

●補欠合格者数 非公開 

●入学者数 204 名 

テスト結果 
●受験者平均点   ●合格者平均点 
国語 89.7 点  97.5 点 (120 点満点) 
算数 86.1 点  96.4 点 (120 点満点) 
理科 29.7 点  32.5 点 (  50 点満点) 
社会 31.2 点  34.4 点 (  50 点満点) 
合計 236.7 点  260.8 点 (340点満点) 

 

 
系列高校  

広島女学院高校 希望者は全員進学できる。 
 
大学の合格実績(広島女学院高校) 
◆国公立大学合格者数  98 名 
【京都 1、大阪 2、九州 4、神戸 3、広島 26、など】 
【医学部医学科 3(長崎、島根、宮崎)】【薬学部薬学科
4(京都、岡山、山陽小野田市立山口東京理科)】 
◆難関私立大学合格者数 132 名 
【早稲田 6、慶應義塾 2、国際基督教 1、東京理科 3、
MARCH(明青立中法)26、関関同立 94、など】  
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